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1．はじめに

学術雑誌に掲載された論文の機関リポジトリでの

公開にあたっては，著作権者から公衆送信権と複製

権行使の許諾を受ける必要がある。日本の学術雑誌

の多くは学会・学術団体が発行元となっており，多

くの場合，論文の著作権は著者から発行元に譲渡さ

れている
1）
。だが，必ずしも投稿規定やWeb サイ

ト等で著作権の帰属や著作物の利用に関する事項を

明記しているわけではないため
2）
，SCPJ（Society

Copyright Policies in Japan）プロジェクトが調査・

公開する学協会著作権ポリシーデータベース
3）
（以

下，SCPJ データベース）が国内の学協会・学術雑

誌のオープンアクセスに関する方針を検索するツー

ルとして利用されている。

SCPJ データベースの正式公開から 4 年を経て，

SCPJ プロジェクトを取り巻く状況も変化し，プロ

ジェクトの在り方について検討が必要な時期にきて

いる。本稿では，SCPJ プロジェクトのこれまでの

歩みと，SCPJ データベースの概要について報告

し，プロジェクトが抱える課題と今後の展望につい

て考察する。

2．プロジェクト発足の背景

SCPJ プロジェクトは，正式名称を「オープンア

クセスとセルフ・アーカイビングに関する著作権マ

ネジメント・プロジェクト」という。オープンアク

セスを実現する手段としての機関リポジトリのコン

テンツ拡充と日本の学術情報流通の基礎データを提

供することを目的として，SCPJ データベースの作

成・公開及び学協会等関連団体との情報共有・意見

交換を通じたオープンアクセスへの理解促進とオー

プンアクセスに関する方針（以下，OA方針）検討

支援を二本の柱として活動している。2006年 7 月

に，国立情報学研究所（以下，NII）CSI 委託事業

として筑波大学・千葉大学・神戸大学の 3大学によ

り発足し，2008年度からは東京工業大学が加わり，

現在 4大学によって，第 3 期（2010~2012 年度）の

活動を行っている。

SCPJ プロジェクトは，国立大学図書館協会学術

情報委員会の小委員会であるデジタルコンテンツ・

プロジェクトが 2005年度に実施した学協会に対す

る「著作権の取り扱い等に関するアンケート調

査」
4）
（以下，DCP 調査）を継承するものとして開

始された。2005年といえば，日本の機関リポジト

リが NII の後押しにより急速に広まりつつあった黎

明期である。当時，欧米出版社の OA 方針を調査

する場合は，英国 Nottingham 大学の運営する

SHERPA/RoMEO
5）
を利用することができた。しか

し，国内で発行された学術雑誌の場合は，その発行

元である各学協会の方針を個別に調べなければなら

ず，研究者・機関リポジトリ担当者の大きな負担と

なっていた。

このような状況の下，DCP 調査では，『学会名鑑

2004〜2006年版』
6）
に掲載された 1,730学協会を対

象として郵送による調査を行い，50% 近くの回答

を得た。

しかし，DCP 調査はレポートを発表するに留

まったため，その活動を継続する新たな枠組みが必

要とされた。具体的には，調査結果をデータベース

化して公開し，さらに調査を継続するとともに，学

協会に対して OA方針を検討し論文の機関リポジ

トリ掲載を認めるように働きかける，という一連の

活動である。このため，NII からの委託事業募集に

対し OA 方針についての活動を個別に応募した，

筑波大学・千葉大学・神戸大学の 3 大学による

SCPJ プロジェクトが発足したのである。

3．データベースの構築と運用

SCPJ プロジェクトでは，発足と同時にデータ

ベースの構築を開始した。初期データとしては前述

1



の DCP 調査により得られた各学協会からの回答を

活用し，第 1 期（2006〜2007年度）では DCP 調査

で未回答・検討中だった学協会に対して再調査を行

うとともに，『学会名鑑 2007〜2009年版』
7）
に新た

に掲載された 30 余りの学協会について調査を実施

した。以上のような調査結果に基づき，2007 年 3

月に SCPJ データベースを正式公開した。

第 2 期（2008~2009年度）は，約 1,800の学協会

Web サイトにアクセスして OA方針の掲載の有無

を調査し，OA方針を明らかにしていることが新た

に確認された 124 学協会に対してメール等で SCPJ

データベースへの方針の掲載を依頼するとともに，

大学等の機関リポジトリ担当者等からの SCPJ デー

タベースへの方針掲載の要望が高いにも関わらず，

方針が不明であった学協会に対して調査を実施し

た。第 2 期の終わりには，掲載済みの学協会に対し

てメール及び郵送による悉皆調査を行い，情報を更

新した。また，利用者からの要望をとりいれ SCPJ

データベースをリニューアルし，検索機能の強化や

RSS での発信，Web API の公開を行った。

第 3 期の初年度にあたる 2010年度には NII-ELS,

J-STAGE等の電子ジャーナルプラットホームを利

用している雑誌を中心に調査を行った。このほか，

機関リポジトリ担当者から寄せられる情報に基づく

個別調査も継続して実施している。

このような調査の結果，2011 年 8 月現在，2,470

学協会・2,901 誌の OA 方針を検索できるデータ

ベースとなっている
8）
。

SCPJ データベースでは学協会の方針を簡単に判

別できるよう，SHERPA/RoMEO を参考とした 5

つの色によって OA方針を分類している（表�）。

詳細情報としては，出版社版の利用の可否（冊子を

スキャンあるいは電子ジャーナルとして公開された

PDFファイルを使用してよいか），公開場所（著者

個人のWeb サイト，機関リポジトリ，研究資金助

成機関のWeb サイト，非営利電子論文アーカイブ

等），公開条件（登録までの猶予期間，照会が必要

か，出版社版へのリンクが必要か，等）を提供して

いる。この他の各学協会に特有の公開条件などは，

当該学協会の希望に沿った表現で「備考」に示され

る。併せて，学協会の Web サイト及び公開規則

（投稿規定等）へのリンクを表示することで，情報

の確認が容易に行えるようにしている。

SCPJ データベースの検索は，学協会名または学

術雑誌の誌名・ISSNから行う。また，公開条件や

学会の研究分野を指定して一覧表示することも可能

である。例えば，公開場所として機関リポジトリを

指定している学会のみを調べることができる。

SCPJ データベースの特徴として以下の 2点があ

げられる。

第一は，網羅性の高さと，直接調査に基づいてい

る点である。現在，日本の学協会を調べる手段とし

ては，「日本学術会議協力学術研究団体一覧」
9）
，先

に挙げた『学会名鑑』の後継であるデータベース

「学会名鑑」
10）
（2011 年 7 月公開），「国立情報学研

究所学協会情報発信サービス」
11）
がある。それぞれ

に掲載の条件が異なり，「学術雑誌を定期的に刊行

している学協会」を調査した SCPJ データベースの

収録数がもっとも多い。また，初めに述べたように

著作権に関する規程，OA方針を公開していない，

あるいは明文化していない学会もあり，このような

学会にとって SCPJ データベースは自らの方針を公

表する場ともなっている。結果として SCPJ データ

ベースは国内学協会のオープンアクセスへの対応状

況を把握するほぼ唯一のツールとなり，日本の学術

情報流通の基礎データを提供する一面をもつことと

なった。

第二の特徴は，「検討中」「未回答」を 1つの「方

針」と見なして分類し，検索可能としている点であ

る。この分類が表 1 の「Gray」であり，欧米学術

雑誌の情報を提供する SHERPA/RoMEOには存在

しない独自の色である。DCP 調査では回答の実に

75％が「OA方針を決めていない」「検討中」とい

うものだった。この割合は電子ジャーナルの普及，

学会誌電子化の流れにより徐々に減少しつつある

が，5年を経た現在も登録学協会の 65.6%が Gray

である。

4．学協会への働きかけ

前項で述べたとおり，SCPJ プロジェクトが発足

した当初から学協会への働きかけはデータベースの

構築と並ぶ活動の柱であった。そもそも，7 割以上

が Gray では，個別に学会に問い合わせざるをえ

ず，リポジトリ担当者の負担軽減につながらない。

とはいえ，明確な回答がない学会を一方的に責める

ことはできない。専任の理事や職員がいない，ごく

少人数で運営を行っている大部分の学会にとって，
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オープンアクセス方針分類

表� 学協会OA方針の分類

Blue

査読前論文・査読後論文のどちらでも掲載を
認める

Green

Gray

リポジトリでの保存を認めていないWhite

査読前論文のみ掲載を認めるYellow

査読後論文のみ掲載を認める

検討中・非公開・未回答・その他



著作権の重要性は認識できても，方針の決定や規程

の策定は大きな負担である
12）
（図書館職員の方は利

用規則改定の煩雑さをご想像いただきたい）。つま

るところ，会員から問い合わせがないので保留，考

えなければいけないが余裕がない，ということにな

る。その中で，学会誌の電子ジャーナル化は著作権

や OA方針について考える大きな契機となってお

り，昨年度行った電子ジャーナルプラットホームを

利用している学会のWeb サイトの調査では，過去

に遡って執筆者に著作権の譲渡を求める文書や，投

稿規程改定の報告を複数，確認している。

学協会への働きかけは NII，SPARC Japan，デジ

タルリポジトリ連合（DRF），国公私立大学図書館

協力委員会大学図書館著作権検討委員会等，関係各

機関の協力を得て，ワークショップの開催，セミ

ナーでの発表，資料配布等を実施している。

具体的な活動としては，まず，セミナー，ワーク

ショップ等での発表や懇談会等の開催を行った。

SPARC Japan主催のセミナーでは 2006年と 2010

年に発表を行った。2008年 8 月には，学術著作権

協会との懇談会の実施，同年 11 月の第 4 回 DRF

ワークショップでの，学術著作権協会，出版関係者

など著作権マネジメントに係るステークホルダーに

よるパネルディスカッションの開催
13）
，JST・NII

主催「学術雑誌電子化関連事業の連携・協力につい

ての合同説明会」に参加した学協会関係者に対する

説明と協力依頼を行った。また，Berlin6等オープ

ンアクセス関係の会議でのポスター発表も行った。

資料の作成・配布，SCPJ サイトでの情報提供も

重要な活動と考えている。2011 年 2月には国立大

学図書館協会学術情報委員会と共同でリーフレット

を作成し，SCPJ プロジェクトが住所を把握してい

る 2,462 学会に郵送した。リーフレットは機関リポ

ジトリについて説明するもの
14）
と，SCPJ プロジェ

クトへの協力を訴えるもの
15）
である。後者の「著作

権ポリシー検討フロー」（図�）は実際に各学協会

で著作権ポリシーを検討する際のポイントをフロー

チャート形式でまとめている。送付後，このチャー

トを見たある学会から，以前の調査回答が規定と食

い違っていたので，データを修正してほしいという

依頼を受けた。わかりやすい，相手の立場に立った

説明が必要であると実感させられたケースであっ

た。なお，学会からの問い合わせには，「出版社版」

（Publisher�s Version）に関するものが多いという

印象を持っている。学会は自らを出版社であるとは

認識していないので，混乱が発生するようである。

特に人文系の学会にあっては，出版社版になって初

めて論文は完成するという考えもあり，最終稿，ま

してや査読前のものを公開するなどあり得ないとい

うご指摘をうけることもある。

また，SCPJ プロジェクトによる調査そのもの

が，学協会における OA 方針検討のきっかけと

なっているという面もある。2009年 1月に OA方

針が Gray の学会を調査した際，機関リポジトリや

SCPJ プロジェクトに関する設問を加えた調査票を

送付した。回答を得た 90 の学会の内，40.9% が

OA方針について「話には出るが，よくわからない

のでそのままにしている」「話にも出ないので，何

もしていない」とし，77.2%がすでに調査依頼を受

けていたにもかかわらず，SCPJ プロジェクトにつ

いて「今回はじめて聞いた」と答えている
16）
。

ただ，幸いなことに学協会での認知度は徐々に上

昇しつつあるようで，「投稿規定を改定する際の参

考にした」，「OA方針を決めることになったので，

機関リポジトリ関連項目について教えてほしい」，

というご連絡をいただいている。まだ僅かではある

が，自学会の OA 方針公開の場として利用してい

る学会もある。このようなニーズに応えるため，

SCPJ では学会事務局に自学会のデータを編集でき

るアカウントの発行を行っている。なお，不定期に

SCPJ データベースへのリンクや言及を Google や

Twitter で検索しているが，自らの研究成果の公表

に意識の高い研究者にも徐々に知られるようになっ

てきたようで，Twitter や個人ブログからリンクさ

れている例も見受けられる。

5．今後の課題と展望

SCPJ データベースへのアクセスを日別にみる

と，月曜日~金曜日に集中しており，ログ分析によ

ると最大のアクセス元は日本国内の大学（ac.jpド

メイン）である。SHERPA/RoMEOと共に学術雑

誌掲載論文の登録作業をサポートするという，本来

の目的をはたしているといえるだろう。SCPJ プロ

ジェクトでも機関リポジトリ担当者向け研修に講師

を派遣し，リポジトリ業務に必要な著作権の知識と

データベースの利用について普及活動を行ってい

る。

しかし，SCPJ データベースは二つの課題を抱え

ていると認識している。

まず第一点は Gray（検討中・未回答）の割合が

大きいことや，NII-ELS で公開されている情報との

食い違い，学問分野による充足率の差などデータの

充実に係ることで，直接・間接にご指摘をいただい

ている
17）
。

前節で述べたとおり，SCPJ プロジェクトでは主

に調査という形で学会への働きかけを続けている。

大学図書館研究 XCIII（2011.12）
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図� 「著作権ポリシーの公開と共有 /著作権ポリシー検討フロー」



とはいえ，学会には SCPJ に対して報告する義務も

OA方針を広く公開する動機もほとんどない，とい

う事実は直視しなければならないだろう。また，2,

500 近い学会に対し，SCPJ プロジェクトに携わっ

ているのはわずか 4大学であり，委託事業として実

施しているとはいえ，投入できる資源には限りがあ

る。

SCPJ データベースを維持し，OA 方針が Gray

の学会を減らして有用性を高めるために，ぜひ，

ユーザーである機関リポジトリのコミュニティの協

力をお願いしたい。

まず，他の情報源や学会に直接問い合わせた結果

と SCPJ データベースとの齟齬をご連絡いただけれ

ば，学会への働きかけのきっかけとなる。また，検

索した結果が Gray でもあきらめず，学会に問い合

わせていただきたい。2008年度の調査でもあきら

かなように，調査以降に方針が決定されている場合

もある。SCPJ データベースではデータ確認日を表

示しているので，参考にしていただきたい。問い合

わせの際に SCPJ データベースを参照した旨を記

し，OA方針の掲載を勧めていただければ幸いであ

る。問い合わせの助けになるよう，Gray の中も未

回答か検討中かを区別できるようにしたいと考えて

いる。

「いままでリポジトリでの公開についての問い合

わせを受けたことがない，会員からの希望もない。

だから回答する必要もない」と掲載を断られた経験

がある。機関リポジトリの機能と意義について，ま

だ十分に知られていないという事実を象徴するもの

だと感じている。

なお，SCPJ プロジェクトでは 2010 年から，機

関リポジトリ構築機関に対し，直接データを編集す

る「SCPJ スタッフ」を募集している
18）
。スタッフ

には検索結果を CSV 形式でダウンロードできる，

登録データの変更履歴が見られる，という特典もあ

るので，ぜひ SCPJ までお問い合わせいただきた

い。

SCPJ データベースのもう一つの課題は，書誌

データが誌名，ISSN のみであることに起因する，

検索機能の弱さにある。

SCPJ データベースは基本的には現に刊行されて

いる学会誌の情報を登録しており，誌名変遷や学会

名の変遷は表示できない。また，あくまでも学会の

OA方針のデータベースであり，学会誌は学会の下

に，という思想でシステム設計されている。このた

め，共同刊行雑誌は学会の数だけデータが作成され

ている。欧文誌を欧米出版社から発行する学会があ

るが，このようなケースでの出版社からの検索もシ

ステム上，難しい。

このような書誌事項については，SCPJ データ

ベース内で持つよりも，統制された書誌データベー

スと連携するほうが望ましいと考えている。例え

ば，Webcat や，国立国会図書館 NDL-OPAC で雑

誌を検索した時，OA方針も同時に表示されれば，

問題は解決するのではないだろうか。ちなみに，

SCPJ のWeb サイト上で検索可能な情報を XML形

式で取得できる API を提供しているので，蔵書検

索等の検索結果を併せて表示することは可能であ

り，静岡大学附属図書館で利用していただいてい

る
19）
。

本プロジェクトの活動，特に SCPJ データベース

の運営は，本来，期限付きのプロジェクトとして特

定の大学が担当して行うものではなく，関連諸機関

が協働で行う事業として持続的に運営されるべきも

のであろう。SCPJ プロジェクト第 3 期は 2012 年

度を持って終了する。DRFに代表される機関リポ

ジトリコミュニティ，NII の協力を得て，CSI 委託

事業以降の運営体制を検討していきたい。
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